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平成 18 年度のスタート！ 

ごあいさつ 

水谷東に隣接する水田の田植えも終え、実りの秋に向かって静かに生長を始めてい

ます。季節の移ろいの早さを感じる今日この頃ですが、皆様にはご健勝にてお過ごしの

こととお慶び申し上げます。 

 さて、毎日のように胸が痛む様々な事件事故の報道があります。地域の安全安心の確

保を活動の原点として捉え、日々住みよいまちづくりを目指して行動してまいりますので、

変わらぬご支援、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

6 月議会報告 

5 月 30 日開会の平成 18 年度第 2 回定例会（6 月議会）は、6 月 13 日すべての審議

を終え閉会いたしました。下記のとおり概要を報告いたします。 

執行部より提出されたものは、議案 20 件、報告 3 件でした。他に請願が 1 件、陳情 3

件でした。議案はすべて原案通り可決しました。詳細は私や市の Web サイトをご覧くださ

い。 

＊市政一般質問が 6 月議会より一問一答対面方式で行われることになりました。 

 1 回目は壇上で総括して行い、2 回目からは質問席より答弁に基づき一問ずつ回数制

限なしで持ち時間の 60 分の範囲で行うことになりました。私の傍聴においでになった

方から、「時間が短くなったことは不満だが、わかりやすいやり取りだった」という感想を

いただきました。 

 

～主な議案内容～ 

・地方税法の改正に伴う市税条例等の改正 

・南畑放課後児童クラブ設置に伴う放課後児童クラブ条例の改正 

・貝塚町会の木染橋付近に作られた水防センターの利用規定を定める条例の制定 

・鶴瀬第 2 団地建替えに伴う道路線の廃止及び認定 他 

 
＊埼玉弁護士会から提出され、全会派代表者が紹介議員となった、いわゆるグレーゾーン金利を廃止

する等の請願が全会一致で採択され、政府に意見書を提出することが決定しました。 
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今議会では、厳しい行財政運営に向かっての市の姿勢、リブレーヌ都市整備事、高齢

者対策、教育行政などについて当局の市政を質しました。 
＊なお、今回は初めて導入された一問一答対面方式で行いましたので、質疑の一部を記載いたしました。詳細

は、9 月議会開会ころまでに掲載される富士見市「ドットふじみ」の会議録検索システムをご覧ください。 

 
1.富士見市の行政運営の基本となる基本構想や行財政改革大綱などについて 
（問）第 4 次行財政改革大綱、第 4 次基本構想、戦略会議の第 1 次提言、集中改 

革プラン、実施計画などの諸計画の整合性をどのように図っているのか？ 
（答）諸計画の中心は第４次基本構想で、そこにある将来都市像を実現するため

に掲げている６つの基本目標達成に向けた施策を体系化したものが基本計

画である。基本計画実施に向けた事業計画が実施計画である。一方、第４

次行財政改革大綱は、基本構想実現に向けた諸計画の実行を効率よくする

ために民間企業経営の視点も取り入れ、行政経営改革指針として定めたも

ので、その指針を具体化するためのものが行政経営改革行動計画である。 
   一方、行政経営戦略会議は民間人により民間企業経営の視点から助言提言

をいただくものであり、この度出された第１次提言を踏まえ全庁的に更な

る行財政改革に取り組んでいく。 
（問）目的は立案することでも、周知徹底することでもなく、実行することが目

的である。そのためには市民への周知、執行部と職員との意識共有が大切

である。それに向けた具体的な方法について伺いたい。 
（答）市民説明会やパブリックコメントを踏まえ策定し、策定後は広報や Website

を通じ知らせている。職員には冊子として配布し庁内 LAN によりいつでも

閲覧できるようにしてある。さらに財政に関する研究会を通じ今後の財政

見通しなどについて共通理解を深めるための取り組みを実施した。 
【政策推進室】 

2.リブレーヌ都市整備計画について               【都市計画課】 
（問）計画の根幹である河川整備計画が認可されたと聞くが、市としてどのよう

に方向付けをしていくのか 
（答）「荒川水系新河岸川ブロック河川整備計画」が認可され、事業実施に向けた

前提条件が整ったものと解釈している。この地域は広域幹線道路や柳瀬川

駅が隣接するなど、魅力的な市街地としてのポテンシャルが高く、関係地

権者の期待も非常に大きい。今後は地権者の合意形成を図り事業実施に向

けて取り組んでいく。 
 
３．緊急市町村道交通安全対策事業について          【道路交通課】 
（問）通学路や生活道路の安全確保は、地域のコミュニティや防犯の観点からも

重要である。具体的な事業実施の方向性について伺いたい｡ 
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かねたろうの市政一般質問 



（答）「富士見市道路交通環境安全推進連絡会議」を開催し、交通事故多発箇所や

地元町会や PTA 等からの要望内容を参考に、現地確認などにより通学路や

東小周辺の信号機を含む５２箇所すべてに対策を実施することを確認した。 
 
４．活き活きとした生涯生活を目指すために          【社会教育課】 
（問）団塊世代の地域デビュー対策に向けた、市としての取り組みは 
（答）数年前より団塊の世代を意識した各種事業や取り組みを実施してきている。

今年度は市民大学運営の中や、公民館、交流センター等においても開催を

予定している。今後も団塊世代の地域へのソフトランディング、地域まち

づくりへの参加意欲向上に向けた機会作りに意欲的に取り組んでいく。 
（問）介護予防の一環としてすべての世代で楽しめるパークゴルフ場の設置を     

（答）ストレスの解消や健康の維持増進に、さらには介護予防に波及的効果をも

たらすものと思われるが、市の財政現状から設置は今後の課題としたい。 
 
５．教育施策について                    【学校教育課】 
（問）不登校の現状を踏まえ、対策を教育の機会均等の実現として捉え、解消に

向けた対策を 
（答）減少しているが県より高い水準にあり、最重要課題として認識している。

今年度は「不登校に関するアンケート調査」を実施し、課題を明確にする

ことで解消に向けた具体的対策を検討していく。 
（問）子供たちを取り巻く危機的な環境は、地域の応援、連携のチャンスと考え

る｡コミュニティスクールへの足がかりとして地域学校委員会などの設立

を 
（答）地域とのかかわりは不可欠で、学校に対する地域の支援の輪が広まりつつ

ある。コミュニティスクールは県の動向等を見ながら研究していきたい。

現段階にあっては、学校評議員制度の充実や学校外部評価委員会の組織な

どを視野に入れ、さらなる地域との連携を推進するよう努める。 
（問）命を大切にする教育として、また、バイスタンダー（救急現場居合わせた

人）としての役割学習として普通救命講習を中学校で実施を  
（答）保健体育の授業に実習を通じた応急手当について必修で行われている。万

が一けが等の発生に居合わせたときに必要な応急手当ができる、消防に連

絡するなどの実践力を身につけることは「命を大切にする教育」の一つで

あると考える。 
（問）近年、お財布携帯などの電子マネーの普及による金銭感覚の変化がみられ

る。早期に消費者教育を実施し、認識を深めておくべきと考えるが、伺い

たい｡ 
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（答）日常の社会生活や家庭生活と関連付けながら具体的事例を通して消費者教

育の充実を推進していく。 



 

 

かねてから警察や市の道路交通課に要請をしていた「袋橋通り」のバス通り交差点 

（1 丁目｢青空広場｣付近）に歩道が出来ました！ 

 
 

岡の坂交差点の渋滞解消に向けて工事が進んでいます！ 

 

  
  

 

・Web サイトにも詳しく活動内容を掲載しています。ぜひご覧下さい！ 

 URL はhttp://www.k‐sekino.comです。（検索エンジンで「関野かねたろう」でも可能です） 

・自宅（セキノ酒店）隣に「市民相談所」を開設しました。 

どんなことでもお気軽にご利用ください。 

・富士見市議会議員としての所属 

 会派：21･未来クラブ（代表）  常任委員会：建設環境常任委員会 

 議会運営委員会 副委員長 

 志木地区衛生組合議会議員（議会運営委員会 委員長） 

★発行責任者：富士見市市議会議員 関野かねたろう 

 富士見市水谷東 1‐2‐10  ℡049‐255‐0506 Fax049‐255‐0549 
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市民の皆さんの声が実現しました！

お知らせ 

この地点は両脇に歩道がありながら、道

路上には横断歩道が設置されていません

でした。 
以前より危険性を指摘され、私も直接警

察に伺ったり、市政一般質問で取り上げ

て、実現への活動をしてまいりました。 
ふるさと祭り直前に、皆様の願いが実り、

横断歩道が設置されました。これからも

安全な生活道路実現に努力します！ 

岡の坂交差点は朝夕に右折車などによ

る交通渋滞が日常化しています。 
第一段階として、先行拡幅地点を利用し

た右折帯が設けられました。 
さらに最終段階として、セットバックに

よりさらに交差点を拡幅し、右折車線を

設ける工事が進んでいます。 
これにより右折車による交通渋滞の解

消が図られることが期待されます。 

http://www.k-sekino.com/

